
区名
小学

校数

小学

校人

工芝

校庭

中学

校数

中学

校人

工芝

校庭

人工

芝化

率

②ゴム

チップ等

充填材使

用

③流出防止対策
④温暖化やヒー

トアイランド

⑤廃棄後の処

理方法
⑥教育目的

⑦学校での使用は

適切か。今後の予

定は

備考

千代田区 8 2 3 0 18.2 ※1

中央区 16 1 4 1 10.0 ※1

港区 19 14 10 4 62.1

使用している

学校もある

が、近年はゴ

ムチップレス

仕様製品を使

用

人工芝や充填材の流出抑

制装置の設置を検討中

メーカーにヒアリン

グしながら、表面温

度の抑制等に配慮し

た製品を使用するよ

うにしている

毎年メンテナンス

を実施。リサイク

ル等の環境への配

慮についてメー

カーにヒアリング

を行い検討

天然芝を維持するためには日

照時間の確保や養生期間が必

要で、年間を通して使用でき

ない。砂塵抑制や弾力性に優

れた人工芝を採用

安全性や環境への配慮に

ついてはメーカーにヒア

リングしている。今後も

校庭の改修時には人工芝

を使用する予定

新宿区 29 17 10 1 46.2

芝生の種

類によっ

て使用

人工芝の摩耗により発生

した芝片は、必要に応じ

て除去。泥留め桝を設

け、流出防止を対策

関連する法規を遵

守して適切に処理

水はけが良く、クッション性

により怪我のリスクを軽減す

ることができ、管理がしやす

いことから教育活動に有効

教育の場にふさわしくな

いとは考えていない。現

時点では、区内全校の校

庭を人工芝化する予定は

ない。引き続き検討して

いく。

※3

文京区 20 19 10 4 76.7 使用

芝の淵に砂止めを設置。

排水設備には泥溜め枡を

設置。人工芝の保守委託

で芝の清掃や側溝、配水

管等の清掃

文科省から人工芝を

控えるようにとの通

知は発出されていな

い。区としても教育

の場にふさわしくな

いとは考えていない

東京都建設リサイ

クルガイドライン

や法令に則り適切

に処理

水はけがよく天候に左右され

にくい。ケガ防止や砂塵対策

にも有効。ビオトープや自然

体験教室などで自然に親しむ

機会を設けている

教育の場にふさわしくな

いとは考えていない。現

時点では校庭の人工芝化

の予定はない。

台東区 19 1 7 0 3.8 不使用 講じていない 把握せず

産廃の廃プラス

チック類として適

正に処理

鉄棒や雲梯、登り棒の設置箇

所に部分敷設。着地緩衝材と

して採用

予定なし
26校中1校を一

部人工芝化

墨田区 25 0 10 0 0 ※2

江東区 45 ？ 23 ？ 5.8
4校中3校

で使用
適切な維持管理に努める

スプリンクラーで散

水

法令に則り適正に

処分

砂塵対策。雨天後の速やかな

使用が可能なため、教育活動

に有効

環境配慮と教育環境の充

実を実現できるよう適切

な舗装を今後選定

小中、義務教

育学校計69校

中4校人工芝

質問に対する各区からの回答の概要 



品川区 31 13 9 3 47.8 8校で使用

芝の抜けづらいものを選

択。U字溝を適宜清掃。

排水枡に流出抑制用の籠

を設置

周囲に樹木。散水を

適宜実施。気候変動

については国等の動

向を注視

今後リサイクルで

きる人工芝を検討

したい

利点として、雨天後の利用や

冬期に霜柱の影響を受けない

等で使用できる日数が増加、

砂塵対策、ケガのリスク減

少、校舎内への土の持ち込み

減少、クッション性がよいこ

となど

安全性や環境面への配慮

についてはメーカーにヒ

アリング。人工芝の利点

は大きいことから、自然

環境への影響を最小限に

抑える製品を選択。今後

検討

小中+義務教

育校6校で計46

校、内22校人

工芝

目黒区 22 8 9 1 29.03
すべての人

工芝で使用
流出しにくい製品を選択

酷暑が予想される日

は気温上昇抑制に配

慮。気候変動につい

ては今後も注視

法に則り適正処理

転倒時にけがをしにくい。雨

天後の校庭のコンディション

回復が早い。児童・生徒の衣

服が汚れにくい

環境や健康への影響に配

慮する。今後の予定は未

定

大田区 59 0 28 0 0 ※2

世田谷区 61 0 29 0 0 ※2

渋谷区 18 14 8 2 61.5

※1 小学校は

ロングパイル7

校、砂入り7

校。中学校は

ロングパイル1

校、砂入り1校

中野区 21 4 9 2 20.0

中学校1校

は砂入り。

他は充填材

不使用

排水溝を適宜清掃。製品

の選定には環境への影響

等も考慮。メーカーによ

ると、ノンフィルタイプ

では芝片はほぼ生じない

とのこと

教育上の利点があ

る。気候変動への影

響等については、国

やメーカー等の動向

を引き続き注視し環

境への影響等も考慮

法令に基づき適正

処理。メーカーや

製品により、リサ

イクルシステムは

構築されているも

のがある。

雨天の翌日でも使用可、霜柱

の影響がない、砂塵対策、養

生期間不要、校舎内への砂等

の持ち上がりが生じにくい、

クッション性がありケガしに

くい、寝転べるなど、教育活

動上の利点あり

今後整備する新築校に人

工芝を導入予定

杉並区 40 1 23 1 1.6 不使用 講じていない ⑥と一緒に回答

法令に基づき適切

に処分。リサイク

ルも視野

雨天後の使用が容易。砂塵対

策。冬場の霜などによる校庭

使用制限が少ない。限られた

校庭のより効率的な活用

予定はないが、各学校の

状況により検討

特別支援学校

を合わせ小中

学校数は計64

校。施設一体

型の小中一貫

校1校のみ人工

芝

豊島区 22 1 8 0 3.3 不使用 充填材を仕様していない

教育の場にふさわい

くないとは考えてい

ない

法令に基づき適切

に処理

周辺の都市環境などを踏まえ

ながら検討

小学校はゴムチップ舗装

を標準としているが、中

学校は人工芝も含め仕様

を検討



北区 34 5 12 5 21.7 砂のみ

ちぎれにくいものや抜け

にくいものを選択。排水

溝の清掃

荒川区 24 0 10 1 2.9 砂のみ 学校で適切に対策

教育の倍にふさわし

くないと考えていな

い

適切に廃棄処分
転倒事故等防止や砂塵対策と

して有効
適切。未定

板橋区 51 10 22 0 13.7

使用(一部環

境対策骨材

を使用)

各学校で対策。例えば、

外周にL字型側溝を設置

し学校敷地外に校庭から

の雨水が流出しない対

策、L字型側溝には集水

枡と泥溜めを設置し定期

的に清掃するなど

高温が見込まれる時

は散水。気候変動の

観点からは影響の状

況が明確でないた

め、回答できない

法に則り適正処理

水はけがよく天候の影響が少

ない。砂塵対策。寝転んで遊

べて好評

導入校においてはメンテ

ナンスや更新により管

理。今後については学校

の立地、環境や健康への

影響を考慮し検討

練馬区 65 1 33 0 1.0 不使用
集水枡に接続している配

水管にスクリーンを設置

校庭が校舎の北側に

あり、ぬかるんで長

期間使用できないこ

とがあり、授業に悪

影響があったため導

入

法令等を遵守し適

切に対応。リサイ

クルも検討する

④と同じ 予定なし

足立区 67 36 35 1 36.3
ロングパイ

ル芝に使用

一部の学校で人工芝範囲

最終排水枡にフィルター

を設置。各校年１回メン

テナンスの際、周囲に堆

積した芝片や充填材を収

集・廃棄

芝上の高温対策とし

て散水
法に則り適正処分

水はけがよく、クッション性

に優れるため、児童の活発な

運動環境の確保や事故の軽

減・防止効果等、学校教育上

多くの利点がある

学校教育上の利点に加

え、砂ぼこりの発生のな

い人工芝は周辺住環境向

上につながり、またぬか

るんだ校庭の整備が不要

となるため教職員の負担

軽減にもなる。今後も学

校や地域の要望を聞き、

導入を個別に判断

葛飾区 49 1 24 2 4.1
樹脂チッ

プ使用

講じていない。切れにく

い人工芝を使用すること

で、芝片が生じにくいも

のとなっている。水環境

への影響は少ないものと

考える

スプリンクラーで散

水している学校もあ

る

法令の基づき適正

に処理

降雨からの回復が早い。砂塵

対策。維持管理が容易。アン

ケート調査では、小学校では

74%、中学校では80%の児

童・生徒が「前より良くなっ

た」と回答

予定はないが、今後の研

究結果や国の動向を注視

し、検討

「北区立小中学校整備方針」において、良好な運動環境の確保やメンテナンス性、砂塵対策に留意

し工夫することや、必要に応じてゴムチップ舗装や人工芝等の特殊舗装を考慮することが定められ

ている。引き続き、教育活動や安全性への影響、コスト面などを総合的に判断したうえで、適宜・

適切に校庭を改修する



江戸川区 66 1 32 0 1.0 不使用
排水溝にフィルターを設

置

以前のゴムチップ舗

装に比べ表面温度が

低下。酷暑が予想さ

れる日は水を散布

法に則り適正処理

維持管理の負担軽減.クッショ

ン性がありケガをしにくい。

校庭で寝そべって遊ぶ子ども

が増え、現場で好評

環境や健康への影響を考

慮し、導入校の状況を検

証した上で検討

※1  区からの回答がないため、校庭数は冊子『東京都における小中学校施設の現状』（東京都教育庁地域教育支援部, 2022.5.1）より抜粋。

※2  冊子『東京都における小中学校施設の現状』に人工芝が敷設された校庭数の記載がないため、人工芝校庭はないと判断し、質問状は未送付。

※3  ホームページ掲載後に区から回答があったため追加掲載した。




